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は じ め に

～ 事務の点検・評価の意義及び取組について ～

今日、教育を取り巻く環境がめまぐるしく変化する中で、教育委員会においては、責

任体制の明確化や体制の充実を図り、教育行政の中心的な担い手としてその役割を果た

していくことが求められております。

平成20年６月に「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の一部が改正され、第

27条において「教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況につ

いて点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出すると

ともに、公表しなければならない。」と定められました。教育委員会の事務の管理・執

行状況について、毎年、点検・評価を実施することが義務づけられたわけであります。

点検・評価の具体的な項目や指標について、国では細部にわたる項目等は定めておら

ず、各教育委員会がそれぞれの実情を踏まえて決定し、報告書を作成して議会や町民に

公開し、今後の教育行政の推進に活かしていくこととされております。

このことを受け、大空町教育委員会としては、効果的な教育行政の推進に資するとと

もに、町民の皆様への説明責任を果たすため、教育委員会の事務の管理・執行状況につ

いて、毎年度、点検・評価を行い、報告書を作成し公表することといたしました。

さらに、同法第27条２項では、「教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっ

ては、教育に関し学識経験を有する者の知見の活用を図るものとする。」と定められて

おりますが、これについては、今後の課題にしたいと存じます。

大空町教育委員会としては、『北海道教育委員会の活動状況に関する点検・評価報告

書』を参考に、平成20年度を手始めとして、点検・評価の実施方法及び報告書の様式に

ついて改善・充実を図りながら、先に策定しました「大空町教育推進計画」に基づく教

育施策の着実な推進に努めてまいりたいと考えていますので、町民の皆様の一層のご理

解とご協力をお願い申し上げます。

平成２１年９月

大空町教育委員会
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第１部 教育委員会の活動状況

１ 教育委員

大空町は、平成18年３月31日に旧女満別町と旧東藻琴村が合併して誕生しました。

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の附則第８条で、新たな町で最初に任命さ

れる委員の任期は、「定数が５名の場合は、二人が４年、一人が３年、一人が２年、一人が

１年とする。この場合において、各新委員の任期は、地方公共団体の長が定める。」とされ

ていることから、下記の表の任期となっている。

役 職 委 員 名 任 期 期

委 員 長 合 田 秀 樹 平成18年６月12日 ～ 平成20年６月11日 Ⅰ期
平成20年６月12日 ～ 平成24年６月11日 Ⅱ期

委 員 長 畠 山 俊 弘 平成18年６月12日 ～ 平成21年６月11日 Ⅰ期
職務代理者 平成21年６月12日 ～ 平成25年６月11日 Ⅱ期

委 員 田 口 るり子 平成19年６月12日 ～ 平成23年６月11日 Ⅰ期

委 員 丹 羽 早 苗 平成19年６月12日 ～ 平成22年６月11日 Ⅰ期

委員(教育長) 中 村 保 平成18年６月12日 ～ 平成22年６月11日 Ⅰ期

＊田口委員は、１年任期の前任者の後任である。
＊丹羽委員は、前任者が任期途中で退任されたため、残任期間となっている。

２ 教育委員会の会議等の開催状況

(1) 教育委員会会議と付議された案件等

教育委員会会議は、原則として公開であるが、個人情報に係る場合は非公開としている。

また、会議は毎月１回を定例としているが、急な案件がある場合は随時開催している。
＊回数は年度初めの４月から年度末の３月までの開催回数を表記

回数 開催年月日 出席数 開催場所 付議案件（報告、議案、その他） 公開別 結果

第１回 平成20年４月22日 ５名 東藻琴総合支所第２会議室

〔報告〕
・女満別学校給食センター蒸気ボイラーの故障対応について 公 開 議決
・不審者対策について 公 開 議決
・大空町社会教育委員の委嘱について 公 開 議決
・平成20年度大空町教育委員会事務局の経営方針について 公 開 議決
・平成20年度網走管内教育推進の基本方針について 公 開 議決

〔議案〕
・大空町立学校管理規則の一部を改正する規則の制定について 公 開 議決
・大空町教育委員会の職務権限に属する事務の一部を教育長に委任する規則の一 公 開 議決
部を改正する規則の制定について 公 開 議決

・大空町体育指導委員の解任及び委嘱について 公 開 議決
・大空町立学校評議員の委嘱について 公 開 議決
・平成20年度大空町教育推進方針について

第２回 平成20年５月20日 ５名 女満別研修会館第２会議室

〔報告〕
・平成20年度大空町一般会計予算のうち教育費関係補正予算について 公 開 議決
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〔議案〕
・大空町学校給食センター運営委員会委員の解職及び委嘱について 公 開 議決
・大空町生涯学習奨励員の委嘱について 公 開 議決
・平成20年度大空町一般会計予算のうち教育費関係補正予算について 公 開 議決

〔その他〕
・大空町学校評価システム検討委員会の設置に係る教頭会への依頼について
・平成20年度全国学力・学習状況調査の実施（4月22日済み）について
・網走管内教育委員会協議会総会（6月12日）について
・網走ブロック教育委員会協議会総会（7月４日）について
・女満別ゲートボールセンター利用中の事故に伴う経過報告について
・東藻琴地区における麻疹の発生状況について

第３回 平成20年６月２日 ５名 東藻琴総合支所第２会議室

〔報告〕
・奨学生の辞退について 非公開 議決

〔議案〕
・準要保護児童生徒の認定について 非公開 議決
・幼稚園保育料及び預かり保育所保育料の減免に係る準要保護世帯の認定について 非公開 議決
・奨学金の貸付について 非公開 議決
・平成20年度大空町一般会計予算のうち教育費関係補正予算について 公 開 議決
〔その他〕
・教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価について
・勤勉手当制度の改正について

第４回 平成20年７月15日 ５名 東藻琴総合支所第２会議室

〔報告〕
・平成20年度大空町一般会計予算のうち教育費関係補正予算について 公 開 議決
・女満別ゲートボールセンターの利用中の事故に関する和解成立について 公 開 議決
・女満別小学校改築に係る配置計画について 公 開 議決

〔議案〕
・大空町学校給食センター運営委員会委員の委嘱について 公 開 議決
・大空町図書館運営協議会委員の任命について 公 開 議決
・大空町立学校体育文化振興補助要綱の一部を改正する告示について 公 開 議決
・第９地区教科用図書採択教育委員会協議会委員の任命について 公 開 議決

〔その他〕
・学校職員評価制度の実施について

第５回 平成20年８月28日 ５名 東藻琴総合支所第２会議室

〔報告〕
・大空町教育委員会事務局職員の任命について 公 開 議決

〔議案〕
・平成20年度大空町一般会計予算のうち教育費関係補正予算について 公 開 議決
・平成21年度に使用する小学校用及び中学校用教科用図書並びに平成21年度に使 公 開 議決

用する教科用図書のうち学校教育法第107条に規定する教科用図書の採択につ
いて

・大空町東藻琴生涯学習センター条例の一部を改正する条例の制定について 公 開 議決
〔その他〕
・第２回学校教育研修会の実施結果について

第６回 平成20年９月30日 ５名 東藻琴総合支所第２会議室

〔報告〕
・大空町教育推進計画の策定について 公 開 議決
・女満別学校給食センターにおける事故米の利用について 公 開 議決
・平成20年度全国学力・学習状況調査結果に係る大空町の実態について 公 開 議決

第７回 平成20年10月27日 ５名 東藻琴総合支所第２会議室

〔報告〕
・大空町教育推進計画策定委員会の作業経過について 公 開 議決

〔議案〕
・大空町教育委員会職員の勤務時間、休暇等に関する規則の一部を改正する規則 公 開 議決
の制定について
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第８回 平成20年11月20日 ５名 東藻琴総合支所第２会議室

〔報告〕
・大空教育推進計画策定委員会の審議経過について 公 開 議決
・平成21年度学校給食費改定に向けた検討経過について 公 開 議決
・平成21年度特別支援学級入級に係る児童・生徒の就学の適正について 非公開 議決

〔議案〕
・大空町就学指導委員会規則の一部を改正する規則の制定について 公 開 議決
・平成20年度大空町一般会計予算のうち教育費関係補正予算について 公 開 議決

〔その他〕
・平成20年度網走管内市町村教育委員大会の開催について

第９回 平成20年12月８日 ５名 東藻琴総合支所第２会議室

〔報告〕
・女満別小学校改築に係る実施状況について 公 開 議決

〔議案〕
・町立学校職員の事故報告書に係る処分内申について 非公開 議決

第10回 平成21年１月16日 ５名 東藻琴総合支所第２会議室

〔報告〕
・平成20年度海洋教育事業Ｂ＆Ｇ「海洋クルーズ」参加者について 公 開 議決
・女満別小学校改築事業の実施状況について 公 開 議決

〔その他〕
・北海道教育委員会による「４６協定書」の破棄通告について

第11回 平成21年１月26日 ５名 女満別教育センター教育長室

〔報告〕
・大空町立学校職員の処分予定について 非公開 議決

〔議案〕
・大空町立学校職員の処分について 非公開 議決

第12回 平成21年２月23日 ５名 東藻琴総合支所第２会議室

〔報告〕
・平成20年度大空町一般会計予算のうち教育費関係補正予算について 公 開 議決

〔議案〕
・平成20年度大空町一般会計予算のうち教育費関係補正予算について 公 開 議決
・平成21年度大空町一般会計予算のうち教育費関係予算について 公 開 議決
・幼稚園保育料及び預かり保育所保育料の減免について 非公開 議決

第13回 平成21年３月４日 ５名 女満別研修会館第２会議室

〔議案〕
・学校における国旗・国歌の適正な実施について（職務命令） 公 開 議決

第14回 平成21年３月30日 ５名 東藻琴総合支所第２会議室

〔報告〕
・女満別小学校改築事業計画について 公 開 議決

〔議案〕
・大空町教育委員会事務局組織規則の一部を改正する規則の制定について 公 開 議決
・大空町就学指導委員会委員の解職及び委嘱について 公 開 議決
・大空町社会教育委員の解職及び委嘱について 公 開 議決
・大空町体育指導委員の解職について 公 開 議決
・大空町地区公民館長の解任及び任命について 公 開 議決
・大空町公民館運営審議委員会委員の解職及び委嘱について 公 開 議決
・大空町図書館運営協議会委員の解職及び委嘱について 公 開 議決
・大空町学校給食センター運営委員会委員の解職及び委嘱について 公 開 議決
・平成21年度学校給食費の額の決定について 公 開 議決
・平成21年度学校職員異動の内申について 公 開 議決
・大空町教育委員会事務局職員の任免について 公 開 議決
・大空町教育推進計画(平成21～28年度)の策定について 公 開 議決
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(2) 教育委員会協議会の開催状況

教育委員会協議会は、委員各位の自由な意見交換の場として、必要に応じて非公開で開催
している。

回数 開催年月日 開催場所 出席数 公開別

１ 平成20年８月28日 東藻琴総合支所第２会議室 ５名 非公開

〔協議題〕・女満別小学校改築に係る配置計画について

２ 平成20年９月30日 東藻琴総合支所第２会議室 ５名 非公開

〔協議題〕・教育行政執行方針について

３ 平成20年10月27日 東藻琴総合支所第２会議室 ５名 非公開

〔協議題〕・学校の適正規模に係る資料について
・大空町学校評価システムの策定について
・教育委員による学校視察日程について

４ 平成20年11月20日 東藻琴総合支所第２会議室 ５名 非公開

〔協議題〕・学校の適正規模に係る考え方について
・稲城市と大空町の教育交流事業について

５ 平成20年12月８日 東藻琴総合支所第２会議室 ５名 非公開

〔協議題〕・大空町教育推進計画について

６ 平成21年１月16日 東藻琴総合支所第２会議室 ５名 非公開

〔協議題〕・学校における国旗・国歌の適正な実施について
・大空町教育委員会の活動状況に関する点検・評価について
・大空町教育推進計画（案）について

７ 平成21年２月23日 東藻琴総合支所第２会議室 ５名 非公開

〔協議題〕・学校における国旗・国歌の適正な実施について

４ 条例・規則等の制定、計画等の策定状況

平成20年度中に制定された条例は１、規則は５、要綱は１である。

また、年度末に、大空町総合計画を受けて、平成21年度から28年度までの大空町がめざす教

育の全体像を示した教育計画である「大空町教育推進計画」を策定している。

（１） 条例・規則・要綱

類別 題 名 公布年月日 施行年月日

条例 ・大空町東藻琴生涯学習センター条例の一部を改正する条 20・９・25 20・９・25
例

規則 ・大空町学校管理規則の一部を改正する規則 20・４・22 20・４・22

規則 ・大空町教育委員会の職務権限に属する事務の一部を教育 20・４・22 20・４・22
長に委任する規則の一部を改正する規則
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規則 ・大空町就学指導委員会規則の一部を改正する規則 20・11・20 20・11・20

規則 ・大空町教育委員会職員の勤務時間、休暇等に関する規則 21・３・19 21・４・１
の一部を改正する規則

規則 ・大空町教育員会事務局組織規則の一部を改正する規則 21・４・13 21・４・13

要綱 ・大空町立学校体育文化振興補助要綱の一部を改正する告 － 20・７・15
示

（２） 主な計画等の策定状況

年・月・日 計 画 等 名

20.４.15 平成20年度社会教育推進計画

20.４.22 平成20年度大空町教育推進方針

21.３.30 大空町教育推進計画（平成21～28年度）

５ 教育委員会委員の活動状況

教育委員会委員は、教育委員の定例会議や協議会のほか、網走管内及び網走ブロック教育委員

会協議会の総会・研修会、町内の各幼稚園や各小中高等学校の入学式・卒業式への参列、学校視

察などの活動をしている。

このほか教育委員長は、毎回の定例町議会に出席している。

開催年月日 開催場所 出席委員数 備 考

平成20年４月４日 東藻琴農村環境改善ｾﾝﾀｰ ５名 学校職員辞令交付式

平成20年４月７日～

各幼稚園・各学校 ５名 各幼稚園・各小中高等学校の入学式
平成20年４月10日 へ参列

平成20年５月20日 湖南荘 ５名 大空町教育懇話会

平成20年６月12日 網走市 教育委員長 網走管内教育委員会協議会総会・研
教育長 修会

平成20年７月４日 大空町 ５名 網走ﾌﾞﾛｯｸ教育委員会協議会総会・研
修会

平成20年７月11日 札幌市 ５名 北海道市町村教育委員研修会

平成20年７月15日 町 内 ５名 町内教育施設視察

平成20年７月28日 女満別研修会館 ５名 第２回学校教育研修会

平成20年８月４日 北見市 ５名 北見市内小学校施設視察（２校）

平成20年10月20日～

町内の各施設 ５名 稲城市教育委員視察及び懇談会
平成20年10月22日

平成20年12月８日 網走市 ５名 網走管内市町村教育委員大会

平成21年２月２日 各幼稚園・各小中高等学校の視察～

各幼稚園・各学校 ５名 （小・中学校では全学級で公開された道
平成21年２月10日 徳の授業を参観）

平成21年２月23日 東藻琴農村環境改善セ ５名 網走管内市町村教育推進会議
ンター
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平成21年２月23日 東藻琴総合支所 ５名 町立小中学校長との懇談会

平成21年３月１日～

各幼稚園・各学校 ５名 各幼稚園・各小中高等学校の卒業式
平成21年３月24日 へ参列

平成21年３月30日 東藻琴総合支所 ５名 町立小中学校長との懇談会

６ 教育関係機関等の活動状況

条例等の定めに基づいて委嘱又は任命された委員で構成する教育関係機関等においては様々

な活動がなされている。

機 関 名 等 委員数 主な協議題及び活動内容

大空町社会教育委員会 １６ ・社会教育委員全体会議（３回）
・平成20年度大空町社会教育計画の策定と反省
評価

・大空町教育推進計画策定委員会委員としての
活動（５名）

・各種社会教育事業への参画・観察

大空町就学指導委員会 １２ ・特別支援学級入級並びに特別支援学校入学に
係る児童生徒の就学の適正について

大空町学校給食センター運営委員会 １２ ・平成19年度大空町学校給食収支決算について
・平成20年度大空町学校給食収支予算について
・大空町学校給食費の値上げについて

大空町体育指導員会議 ２０ ・平成20年度事業計画について
・自主研修について
・各種社会体育事業の主催・支援・協力

大空町青少年健全育成指導員会議 １２ ・平成20年度活動計画について
・大空町青少年健全育成町民会議との連携

大空町図書館運営協議会 ５ ・平成19年度大空町図書館事業及び実績報告に
ついて

・平成20年度大空町図書館事業計画について
・平成21年度大空町図書館事業計画について

大空町生涯学習奨励員の会 ２０ ・町民大学の企画・運営

大空町学校評議員会議 １９ ・各幼稚園・各小中高等学校の経営計画概要の説
明交流

・各幼稚園、各小中高等学校毎に評議員会を開催

大空町地区公民館長会議 １２ ・大空町地区公民館の管理運営について
・大空町地区公民館の整備計画について
・大空町地区公民館の地域集会施設(仮称)への
移行に係る修繕基準等について

大空町教育推進計画策定委員会 １５ ◇「大空町総合計画」に示された教育に関わる基
本方針や主な施策を実現するため、平成21～28
年度までの大空町教育の全体推進計画を策定

・全体会 ～ ４回
・学校教育部会 ～ ３回
・社会教育部会 ～ ２回
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７ 学校に対する指導・助言・指示等の状況

学校に対する指導・助言・指示等は、通知・通達等によるほか、定例の校長会議や教頭会議

も含めて年間を通して行っている。また、事案の発生等に応じて随時の指導・助言・指示も行

っている。

(1) 通知・通達等

年・月・日 件 名

20．４．３ 学校における国旗・国歌の適正な実施について（指示）

20．９．３ 平成20年度全国学力・学習状況調査結果の公表等について（通知）

21．１．22 学校における卒業式・入学式について（通知）

21．１．22 学校における国旗・国歌の適正な実施について（通達）

21．２．13 学校職員の交通法規の遵守について（通達）

21．３．５ 学校における国旗・国歌の適正な実施について（職務命令）

(2) 校長会議及び教頭会議における示達等

校長会議は、各幼稚園、各小中高等学校の園長・校長が参加して毎月１回を定例として開

催している。教頭会議は、各小中高等学校の教頭が参加して毎月１回を定例として開催して

いる。両会議の内容は全く同様なので、ここでは校長会議における主な示達内容を掲載する。

開催年月日 主 な 示 達 等
20．４．３ ・主任の命課について
（第１回） ・平成20年度学校教育指導について

・入学式における国旗・国歌の適正な実施について
・平成20年度全国学力・学習状況調査の実施について
・学校職員評価制度の本格実施について
・平成20年度学校評議員の推薦について
・学校指導訪問について

20．４．30 ・平成20年度大空町教育推進方針及び事務局経営方針について
（第２回） ・入学式における国旗・国歌の適正な実施に係る結果について

・学校評価検討委員会の設置について
・公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置条例の一部

改正及び「４６協定書」の取扱いについて
・不審者メールの配信について
・いじめ・不登校の予防対策及び早期発見・早期対応について

20．５．16 ・平成20年度全国体力・運動能力・運動習慣等調査への参加について
（第３回） ・第２回大空町学校教育研修会について

・学校としての組織的かつ適切な情報発信について
・学校職員評価制度の本格実施について
・勤勉手当に係る査定制度の実施について
・麻疹の発生状況について
・各学校施設の点検について
・４月の学校経営報告書の交流について

20．６．13 ・平成21年度小中学校教科用図書の展示について
（第４回） ・学校職員評価制度の実施について

・読書活動の推進について
・平成20年度大空町教育推進方針の実現について
・部活動にともなうスクールバスの配車について
・社会を明るくする運動・交通安全大会への参加協力について
・５月の学校経営報告書の交流について

20．７．14 ・教職員の服務規律の遵守について
（第５回） ・平成20年度北海道公立学校教育課程実践成果論文の募集について
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・夏季休業中の研修計画の取扱いについて
・平成21年度教頭昇任候補者について
・寄付された図書について
・不審者メールについて
・６月の学校経営報告書の交流について

20．８．11 ・第２回大空町学校教育研修会の実施結果について
（第６回） ・学習指導要領の改訂に係る趣旨の学習と移行措置への取組について

・１学期後半に向けての課題解決への方策とスケジュールについて
・稲城市教育委員訪問日程について
・氷川町、稲城市教育交流事業について
・全国体力・運動能力・運動習慣等調査に向けた道具の購入について
・７月の学校経営報告書の交流について

20．９．16 ・学校運営に係る自己点検表の提出について
（第７回） ・平成20年度全国学力・学習状況調査結果の取扱について

・平成21年度から町内一斉に全国標準学力検査を実施することについて
・平成21年度当初人事異動要綱について
・園児、児童、生徒への交通安全の徹底について
・８月の学校経営報告書の交流について

20．10．14 ・大空町学校評価システムの策定及び始動について
（第８回） ・学校内における金銭の取扱いについて

・学校等における情報活用マナーやルールについて
・９月の学校経営報告書の交流について

20．11．17 ・平成21年度当初人事異動について
（第９回） ・大空町学校評価システムの実施について

・学校職員の交通違反・交通事故防止について
・学校教育指導訪問について
・教職員の争議行為の予定について
・冬期間における臨時休校の連絡体制について
・教育委員の学校視察日程について
・10月の学校経営報告書の交流について

20．12．17 ・教育委員による学校視察計画について
（第10回） ・学校改善プランの作成について

・長期休業中の校外研修等の充実について
・緊急雇用対策について
・11月の学校経営報告書の交流について

21．１．22 ・卒業式、入学式における国旗・国歌の適正な実施について
（第11回） ・「４６協定書」の廃止について

・同一校長年勤務者の解消と課題人事について
・自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の配置について
・緊急雇用対策創出事業について
・12月の学校経営報告書の交流について

21．２．13 ・教職員自動車免許証登録確認表の作成について
（第12回） ・１月の学校経営報告書の交流について

21．２．17 ・平成20年度大空町学校評価の実施について
（第13回） ・平成21年度当初における教職員人事異動について

・網走管内市町村教育推進会議の開催について
・平成20年度大空町教育推進方針の評価について
・卒業式、入学式における国旗・国歌の適正な実施について
・大空町立学校評議員の推薦について
・平成21年度学校・地域カレンダー資料の提出について
・２月の学校経営報告書の交流について



- 10 -

21．３．９ ・学校職員評価表の提出について
（第14回） ・学校評価結果の分析とまとめの提出について

・卒業式、入学式における国旗・国歌の適正な実施について
・平成21年度教職員人事異動の動向について
・金銭事故防止マニュアルにともなう経理簿の提出について
・北海道職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について
・新年度の主任命課の準備について

８ 町民に対する情報提供

町民の公益に係る情報や教育委員会の活動に対する理解の促進及び学習情報の提供等に資

するため、以下の情報提供を行っている。

情 報 誌 関 係 掲 載 内 容

広報「大空」への掲載（随意） ・幼稚園児の募集 ・奨学生の募集
・町民大学の案内 ・小学校入学児童の紹介

広報「まちのお知らせ」への掲載 ・女満別小学校改築に係る情報 ・就学費用の援助
（随意） ・幼稚園教諭(嘱託を含む)の募集 など

生涯学習情報誌「はばたき」（毎月） ・各種社会教育事業の情報 ・町民の文芸欄
・社会教育関係団体の情報 ・文化公演の案内
・大空町図書館の情報 ・給食センターの情報
・東藻琴高等学校の情報 ・町民文化祭の案内
・各種募集案内 など

女満別地区郷土資料台帳 ・女満別郷土資料館に保存・展示されている物品につい
ての写真と説明文を掲載

東藻琴地区郷土資料台帳 ・東藻琴ふるさと資料館に保存・展示されている物品に
ついての写真と説明文を掲載

大空町郷土資料台帳 ・女満別地区郷土資料台帳と東藻琴地区郷土資料台帳に
掲載されている物品の内から重複しているものを除き
全町分を１冊にまとめて掲載

平成20年度大空町教育経営計画書 ・平成20年度大空町教育推進の概要
『大空町の教育』 （６月発行） (教育推進方針、主な教育予算及び事業、事務局の組織図

及び事務分掌 など)

・平成20年度社会教育推進計画
・各幼稚園及び各小中高等学校の学校経営の概要
・生涯学習・スポーツ施設利用案内
・大空町の教育の歩み
・大空町の各種委員・教育関係団体・施設 など
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９ 平成20年度教育予算の最終状況

平成20年度教育費の最終予算は、７７０，８６６千円で、町費一般会計予算の約９％を占め

ている。

（単位：千円）

項 及 び 目 予 算 額 項 及 び 目 予 算 額

１ 教育総務費 １２６，８６６ ６ 社会教育費 １２４，９４２

(1) 教育委員会費 １，７８２ (1) 社会教育総務費 ２８，４８１

(2) 事務局費 １０６，０９６ (2) 青少年教育費 ６，５４０

(3) 奨学金 ２，０２３ (3) 芸術文化振興費 ４，８４９

(4) 教員住宅費 １６，９６５ (4) 公民館費 ２５，２７０

２ 小学校費 ９１，０３２ (5) 図書館費 ３９，７９２

(1) 学校管理費 ５６，４５５ (6) 社会教育施設費 ２０，０１０

(2) 教育振興費 ３４，５７７ ７ 保健体育費 １９１，９８３

３ 中学校費 １４２，４８９ (1) 保健体育総務費 ５，４９４

(1) 学校管理費 ６０，０３６ (2) 体育施設費 ６２，１７９

(2) 教育振興費 ７，７７３ (3) ゲートボールセンター費 ９，５４４

(3) スクールバス運行費 ７４，６８０ (4) 海洋センター費 ３１，４６７

４ 高等学校費 ４７，９９３ (5) 給食センター費 ８３，２９９

(1) 定時制高等学校管理費 ２４，９６３ 計 ７７０，８６６

(2) 教育振興費 ３，８４７

(3) 高等学校実習費 １２，８６０

(4) 寄宿舎費 ６，３２３

５ 幼稚園費 ４５，５６１

(1) 幼稚園費 ４５，５６１

10 平成20年度教育予算の主な事業に係る最終予算

（単位：千円）

事 業 名 事 業 費 主 な 事 業 内 容

教育総務費

◇教育行政運営事業 １，７８２ ・教育委員の活動

・女満別高等学校振興協議会活動への補助

・中体連への補助

◇教育委員会事務局運営事業 １２３，０６１ ・大空町学校教育振興協議会活動への補助

・網走東学区高等教育機関への通学費等の経費助成

・学校教育施設建設基金積立金

◇奨学金貸付事業 ２，０２３ ・経済的に就学困難な者に対する学資貸付

小学校費

◇女満別小学校管理運営事業 ２２，６４１ ・デジタル自動体重計及び大型身長計の整備

◇豊住小学校管理運営事業 １１，１３１ ・屋内体育館ウレタンワックス塗布

◇東藻琴小学校管理運営事業 １３，３９９ ・特別支援学級用ウオシュレット便器設置

・要保護・準要保護世帯及び特別支援教育を要する児童世

◇小学校教育振興事業 ７，８５４ 帯への就学援助

・児童の英語活動の効率的な展開に係る調査研究

◇女満別小学校教育振興事業 １，９０５ ・教科用、実験実習用教材文具等の整備
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◇豊住小学校教育振興事業 ８１７ ・個性に応じた教育の質的充実を図る教材文具等の整備

◇東藻琴小学校教育振興事業 １，２３３ ・教科用、実験実習用教材文具等の整備

◇女満別小学校改築事業 ２７，４１０ ・調査設計業務の委託

◇小学校環境整備事業 ４，６４２ ・校舎内外の環境整備

中学校費

◇女満別中学校管理運営事業 ２９，３７１ ・特別支援教育を推進する支援員の配置

・教育用コンピュータ更新（生徒用36台、教師用1台、移動

用2台 ほか）

◇女満別中学校教育振興事業 ３，０４０ ・教科用、実験実習用教材文具等の整備

◇東藻琴中学校管理運営事業 ２０，２６２ ・教育用コンピュータ更新（生徒用29台、教師用１台、移

動用2台 ほか）

◇東藻琴中学校教育振興事業 １，６０７ ・教科用、実験実習用教材文具等の整備

◇女満別中学校耐震補強事業 ３，９９０ ・耐震診断調査委託

◇中学校教育振興事業 ２，６１４ ・要保護・準要保護世帯及び特別支援教育を要する生徒世

帯への就学援助

◇中学校環境整備事業 ６，４１３ ・校舎内外の環境整備

◇語学指導外国青年誘致事業 ５１２ ・語学指導助手による語学指導経費

◇スクールバス運行事業 ７４，６８０ ・バスを１台新規に購入

幼稚園費

◇女満別幼稚園管理運営事業 ２９，２７５ ・幼稚園運営経費

◇東藻琴幼稚園管理運営事業 １０，５５３ 同 上

◇幼稚園環境整備事業 ５，７３３ ・園舎内外の環境整備

社会教育費

・教育文化合宿、各種講座

◇生涯学習推進事業 ４，９２２ ・女性教育振興

・高齢者教育振興

・子育て支援活動

◇社会教育行政運営事業 ５７７ ・社会教育委員の活動

◇指定管理者委託事業 １９，５３２ ・(財)女満別青少年育成事業協会補助金

・青少年合宿、各種研修会参加、ファームスクール

◇青少年教育振興事業 ２，０９３ ・子ども会活動及び少年教育活動への補助

・子ども放課後週末活動支援

◇姉妹都市・友好町交流事業 １，９４８ ・稲城市及び氷川町との教育交流

◇人づくり研修事業 ３００ ・町民の自主企画研修事業への補助

・成人式

◇青年教育振興事業 １，９６１ ・青年団体協議会活動への支援

・女満別よさこい祭実行委員会への活動支援

◇青少年健全育成運営事業 ７９３ ・青少年健全育成指導員の活動

・青少年文化劇場鑑賞補助

・町民文化祭（文化展及び芸能祭）への活動支援

◇芸術文化振興事業 ５，０８８ ・文化団体協議会への活動支援

・芸術文化鑑賞

・文化財保全活動

・移動図書館車運行
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施設管理費

◇公民館管理運営事業 ２５，２７０ ・地区公民館12館の維持管理

・豊里・住吉公民館の改修

◇伝承館管理運営事業 ２，６９６ ・清掃委託

◇生涯学習センター管理運営事業 ４，６３１ ・清掃委託

◇体育施設一般管理事業 ５，２３６ ・清掃委託 他

◇農村環境改善センター管理運営事業 １１，５９１ ・指定管理委託

◇体育施設管理運営事業 ８，１１３ ・武道館、屋外ゲートボール場、スパーク ほか

◇ふるさと資料館施設管理事業 １４０ ・施設管理

◇山園ふるさとセンター施設管理事業 ３６０ ・施設管理

◇研修会館管理運営事業 １１，８８３ ・指定管理委託

◇図書館管理運営事業 ３９，５０３ ・指定管理委託

◇ゲートボールセンター管理運営事業 ９，５４４ ・指定管理委託

◇社会教育施設整備事業 ４８，８２４ ・各種社会教育施設整備

保健体育費

・体育指導員報酬

・学校開放事業、スポーツ活動、町民ゴルフ教室

◇保健体育総務事業 ５，０２４ ・体育協会への活動支援

・スポーツ少年団への活動支援

・マラソン大会実行委員会への活動支援

・上部大会への出場経費補助

・指定管理委託

◇ B&G 海洋センター管理運営 ３１，７６７ ・体験クルーズ参加経費補助

事業 ・海洋クラブへの活動支援

・自動体外式除細動器（AED）の整備

◇女満別給食センター管理運営 ５９，０５１ ・給食調理業務委託料

事業 ・学校給食運営委員報酬

◇東藻琴給食センター管理運営 ２４，２４８ ・給食調理業務委託料

事業 ・学校給食運営員報酬
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第２部 学校教育活動に係る反省・評価

１ 平成20年度大空町教育推進方針に係る反省・評価

平成20年５月に設定した大空町教育推進方針について、各幼稚園・各小中高等学校が年度

末に実施した反省・評価を集約し、全町的な反省・評価を行っている。

５段階評定尺度
５（大変良い）（創意工夫があり、質的に高い実績となった）
４（良い）（若干問題はあったが、成果があった）
３（普通）（工夫や改善がなかった）
２（良くない）（問題があった）
１（大変良くない）（問題がありすぎた）

＊下の表中の〔 〕及び（ ）内の数値は５段階の評定尺度にもとづき、各幼稚園、各小中高

等学校が実施した評価点の平均値である。

平成20年度大空町教育推進方針の反省・評価（学校教育関係分）

１ 確かな学力の向上を目指し、校内研修等を充実して授業の質的改善を図る。〔３．５６〕
〈具体的方針〉
(1) 学校教育指導を活用し、授業改善や校内研修の充実を図る。（3.56）

〈評価〉①各園・各小中高等学校において北海道教育委員会の指導主事による指導を受けてい
る。

②授業公開と全員による協議（A 形態）が未だできない学校が小・中学校で1校ずつあ
る。

③ A 形態の学校にあっても積極的に指導を受ける体制が不十分で、内容に深まりがな
く形式化している傾向がある。

(2) 学校及び町全体としての学校評価システムを確立する。(4.0)
〈評価〉①20年度学校評価システム検討委員会（教頭会に依頼）を立ち上げ、大空町としての

学校評価システムを策定し、各園・各小中高等学校に通知した。
②今年度策定されたばかりのため、先生方に十分浸透できなかった。
③この学校評価システムに基づき、児童生徒による評価や学校関係者評価が全町的に
拡充されたことは前進である。

(3) 第２回大空町学校教育研修会を実施する。(3.5)
〈評価〉①平成20年7月28日（夏季休業中）に実施し、53名が参加した。

教諭(37名)、教育委員(３名)、学校評議員(２名)、PTA(７名)、教育委員会職員(４名)

②教職員の参加が前年より少なかった。
③ＰＴＡ関係者から教職員の参加が少なかったことに不満の声があった。
④町民向けに早い時期での周知が必要である。

２ 心豊かな子どもの育成を目指し、道徳教育と生徒指導の充実を図る。〔３．３１〕
〈具体的方針〉
(1) 道徳教育の全体計画を見直し、道徳の時間の授業を充実する。（3.42）
〈評価〉①教育委員による各幼稚園・各小中高等学校視察（21年2月2日～2月10日）に際して、

昨年度に続き全小・中学校の全学級における道徳の時間の授業公開を要望した結果、
全学級において実施なされたことは、管内的に見ても高く評価される成果となった。

②依然として道徳の時間に対するアレルギーがあるためか、道徳の時間の授業におけ
る指導力の差が著しい。

③日常的な指導の中で、道徳の時間の指導の楽しさと学級経営の充実に資することを
管理職が啓発していく必要がある。

④道徳の時間の授業について消極的な教員がいることから、道徳の授業を研究対象と
する機会が必要である。

(2) いじめや不登校を防止する取組を家庭と連携・協力して推進する。(3.62)
〈評価〉①未然防止に向けて各学校が取り組んでおり、いじめの発生状況は極めて少ない。

②教育相談員が毎月学校訪問をし、いじめ・不登校に係る実態把握とケアに努めてい
る。

③携帯電話やパソコンのブログへの誹謗・中傷的な書き込みが１件発生したが、学校
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と家庭が連携した取組によって解決した。
④いじめは犯罪であるという認識をもたせ、相手の痛みがわかるような生徒指導の充
実を更に徹底する。

⑤インターネット等を使った誹謗・中傷に関する予防対策として保護者向けの研修会
も必要である。

⑥いじめや不登校等生徒指導上の問題は、基本的な生活習慣の確立と連動しているの
で、家庭との連携・協力のもとにその定着を図る必要がある。

(3) 挨拶の励行や「早寝・早起き・朝ご飯」など基本的生活習慣を確立する。(3.31)
〈評価〉①挨拶の励行は、児童会や生徒会でも積極的に取り組んでいる。

②学校からの通信（学校便り、学級通信など）でも啓発に努めている。
③「早寝・早起き・朝ご飯」運動は、養護教諭を中心に取り組んでくれた結果、特に
朝ご飯の摂食率が９０％台になってきた。

④町(教育委員会)として統一した啓発活動を実施する必要がある。

３ 幼・小・中・高の学校間交流や学社連携を推進する。〔３．２５〕
〈具体的方針〉
(1) 体験的な活動の充実と異年齢交流を促進するため学校間連携を推進する。（3.43）

〈評価〉①小学校と幼稚園、幼稚園と中学校・高校との交流が定着した。
②３小学校が一緒になっての体験活動（ファームスクール、南瓜栽培）が実施できた。
③女満別小学校と豊住小学校の６年生の合同修学旅行並びに３年生合同によるハッカ
蒸留体験が実施できた。

④女満別中学校と東藻琴中学校間で合同による総合学習が実施できた。
⑤稲城市（小学校５年対象）や氷川町（中学校２年対象）との児童生徒交流が継続され、

所期の目的を達成した。
⑥中学校間、中学校と高校との間で部活動の合同練習が実施できた。
⑦教育課程上の位置づけを明確にして活動計画を立てることが大切である。
⑧小学校と中学校との交流事業が不足している。

(2) 授業交流の実施など、学校間における教職員の連携・交流を推進する。（2.5）
〈評価〉①大空町学校教育研究会等の活動の中で、各教科毎の交流授業を実施した。

②大空町学校教育研究会においてＰＴＡや他校教員との意見交換がなされた。
③大空町学校教育研究会の活動の中では交流があるが、特に学校単位での小学校と中
学校の交流が不足している。

④日曜参観日等を活用した教員の授業参観交流を奨励する。
⑤クラブ活動における積極的な交流に向けた工夫が必要である。

(3) 学社連携、学社融合の観点から教育委員会と学校間の連携を促進する。（3.69）
〈評価〉①社会教育担当者が積極的に学校に出向いてきっかけを創るなどしてきたことにより

新たな連携事業や融合事業が展開できた。
②21年度から学校支援地域本部事業担当者としてコーディネーターを配置することか
ら、より計画的で学校の負担が軽減される形で事業を展開したい。

２ 各幼稚園、各小中高等学校における反省・評価

各幼稚園、各小中高等学校の教育活動は、それぞれの園や学校が策定している幼稚園(学

校)経営計画及び教育課程に基づいて展開されている。

また、各幼稚園・各小中高等学校においては、年度末に「大空町学校評価システム（平成20

年策定）」に基づいた学校評価（教職員による評価、児童生徒による評価、保護者等学校関係者による評価）

を実施し、その結果に基づき次年度に向けた改善がなされている。

なお、各幼稚園・各小中高等学校からは、年度末に学校評価結果が報告書として提出されて

いるので、ここでの報告は割愛する。

＊大空町学校評価システム：文部科学省発行の「学校評価ガイドライン(改訂版)」に基づいて大空町としての学
校評価の目的・内容・方法等を定めたもの
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３ 平成20年度全国学力・学習状況調査結果から見た大空町の実態

平成20年４月22日に実施した全国学力・学習状況調査結果によると、町全体としての実態は

次の通りである。

なお、今年度の問題は昨年度より難しかったことから、全道平均・全国平均とも昨年度より

大幅に下回っている。

《小学校 第6学年対象》 （ ）内は19年度

小学校 国語 小学校 算数

平均正答率 Ａ（知識） Ｂ（活用） Ａ（知識） Ｂ（活用）

大 空 町 ５９．７％ ４２．５％ ６６．９％ ４６．９％

（１９年度） （８１．１％） （５８．０％） （７５．３％） （５７．９％）

北海道（公） ６０．５％ ４６．４％ ６６．４％ ４７．７％

（１９年度） （７９．４％） （５８．０％） （７６．８％） （５８．６％）

全 国（公） ６５．４％ ５０．５％ ７２．２％ ５１．６％

（１９年度） （８１．７％） （６２．０％） （８２．１％） （６３．８％）

全道との比較 ↓△０．８ ↓△３．９ ↑０．５ ↓△０．８

（１９年度） （１．７） （０．０） （△１．５） （△０．７）

全国との比較 ↓△５．７ ↓△８．０ ↓△５．３ ↓△４．７

（１９年度） （△０．６） （△４．０） （△６．８） （△５．９）

国語Ａ 全道平均より僅かに低い 算数Ａ 全道平均より僅かに高い

（全道平均よりやや高い） （全道平均より僅かに低い）

国語Ｂ 全道平均よりやや低い 算数Ｂ 全道平均より僅かに低い

（全道平均と全く同じ） （全道平均より僅かに低い）

《中学校 第3学年対象》 （ ）内は19年度

中学校 国語 中学校 数学

平均正答率 Ａ（知識） Ｂ（活用） Ａ（知識） Ｂ（活用）

大 空 町 ７５．１％ ６０．３％ ５６．３％ ３８．９％

（１９年度） （７８．６％） （６２．０％） （＊） （＊）

北海道（公） ７２．７％ ５９．０％ ５９．０％ ４５．９％

（１９年度） （８０．５％） （７０．０％） （６８．６％） （５７．６％）

全 国（公） ７３．６％ ６０．８％ ６０．８％ ４９．２％

（１９年度） （８１．６％） （７２．０％） （７１．９％） （６０．６％）

全道との比較 ↑ ２．４ ↑ １．３ ↓△２．７ ↓△７．０

（１９年度） （△１．９） （△８．０） （不明） （不明）

全国との比較 ↑ １．５ ↓△０．５ ↓△４．５ ↓△10．3

（１９年度） （△３．０） （△10．０） （不明） （不明）

国語Ａ 全道平均よりやや高い 数学Ａ 全道平均よりやや低い

（全道平均よりやや低い） （＊）東藻琴中学校のみの実施のため

国語Ｂ 全道平均よりやや高い 数学Ｂ 全道平均よりかなり低い

（全道平均よりかなり低い） （＊）東藻琴中学校のみの実施のため
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第３部 社会教育活動に係る反省・評価

１ 平成20年大空町教育推進方針に係る反省・評価

平成20年５月に設定した大空町教育推進方針のうち社会教育関係分について、社会教育委員

会議を経てまとめられた内容について反省・評価を記載する。

５段階評定尺度

５（大変良い）（創意工夫があり、質的に高い実績となった）

４（良い）（若干問題はあったが、成果があった）

３（普通）（工夫や改善がなかった）

２（良くない）（問題があった）

１（大変良くない）（問題がありすぎた）

＊下の表中の〔 〕内の数値は、５段階の評定尺度にもとづいて実施した（ ）内の評価点

の平均値である。

平成20年度大空町教育推進方針の反省・評価（社会教育関係分）

１ 学習資源や事業情報等の共有化を図り、全町的な交流や一体的な事業の促進を図る。〔４〕

〈具体的方針〉

(1) 学習や事業に対する意見・要望等を把握し、主体的な学習や学習成果の活用に活かす。（３）

(2) 両地区毎に行われている活動や事業に対する連携化・交流化を促進する。（５）

(3) 事業の情報をきめ細かく周知し、全町的に楽しめる事業等を工夫する。（４）

〈総括的な反省・評価〉

①少年の社会体験活動は、体験を通じて子ども達に多様な活動の中から、自然や地域について学

ぶ絶好の機会となっている。

②各種体験事業や研修会を通して両地区の学校間交流が深まっている。

２ 青少年の健全育成に係る組織間の連携を強化し、青少年健全育成活動の充実を図る。〔４〕

〈具体的方針〉

(1) 両地区で行われてきた各種事業の課題を整理し、全町的な視点からの解決を探る。（３）

(2) 大空町青少年健全育成町民会議を中核として組織間の連携強化を図る。（５）

(3) 「平成２０年度青少年健全育成方針」の実現を目指し、学校・家庭・地域・各種団体間の連携による

活動を工夫する。（４）

〈総括的な反省・評価〉

①両地区にあった青少年健全育成団体を発展的に解散し、大空町青少年健全育成町民会議に組

織を統合できた。

②体験学習等の指導者として、町内で様々な活動に協力をいただけるボランティアの確保・養

成が不可欠である。

③ボランティアを含めた人材バンクとして、町民の自主的な参加登録を期待しているが、登録

者がいないことから、当面は公募と共に個人的な勧誘もあわせて行う必要がある。

３ 両地区で育まれてきた芸術・文化・スポーツ活動等を全町的な視点から融合化する。〔３．６７〕

〈具体的方針〉

(1) 両地区にある郷土資料や遺跡等の情報整理を全町的な視点で行う。（３）

(2) 郷土資料・遺跡巡りなど住民が主体となる事業を展開する。（４）

(3) 地域住民や民間組織が、芸術・文化活動及びスポーツ活動に自主的・主体的に係わることができる

仕組みづくりを推進する。（４）

〈総括的な反省・評価〉

①平成21年度から大空町歴史保存会（仮称）が立ち上がる予定となった。

②両地区をあわせた郷土資料の保存や活用について連携を図っていく必要がある。

③遺跡等の展示については専門的な知見を有する機関と連携していく必要があるとともに、包

蔵地マップを作成するなどの検討も必要である。

④芸術・文化については、地域住民及び民間組織の活動により事業の推進が図られた。
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⑤文化団体の活動も両地区とも順調であり、平成21年度からは大空町文化団体協議会として完

全統合した活動が展開される。

⑥スポーツ縁日は、もっと魅力ある事業として展開できるよう創意工夫が必要である。

⑦総合型地域スポーツクラブについては、豊里・住吉地区での動きが出てきたので、設立に向

けて積極的に支援していく必要がある。

２ 平成20年度社会教育推進計画の反省・評価

大空町社会教育目標（暫定）の具現化を目指して平成20年度社会教育推進計画を作成してい

る。下記の枠内で示すように大きく５つの領域で事業を構成し推進している。

① 生涯学習推進事業 ～ ７つの大事業・18の中事業・その他小事業で構成

② 青少年健全育成事業 ～ ３つの大事業・10の中事業・その他小事業で構成

③ 教育機関連携事業 ～ ２つの大事業・６つの中事業・その他小事業で構成

④ 芸術文化振興事業 ～ ２つの大事業・５つの中事業・その他小事業で構成

⑤ 保健体育振興事業 ～ ２つの大事業・７つの中事業・その他小事業で構成

◇本計画の位置づけ

大空町社会教育目標（平成18～20年度までの暫定）に基づく、平成20年度に実施する各事

業を A(目的やねらい）・P(計画)・D(実施)・S（評価）・I（改善）のマネジメントサイクル

の段階ごとに体系的に区分し、事業推進の指標として位置づける。

◇評価の仕方

５，４，３，２，１の５段階評定尺度で評価する。

５（大変良い）（創意工夫があり、質的に高い実績となった）
４（良い）（若干問題はあったが、昨年以上の実績を上げた）
３（普通）（工夫や改善がなかった）
２（良くない）（前年度より問題があった）
１（大変良くない）（問題がありすぎた）

◇評価の活用

平成20年度の反省・評価の結果明らかにされた改善点等を次年度の推進計画の策定に反映

させる。

20年度の反省・評価結果の概要

◇各事業内容の詳細については「平成20年度大空町教育経営計画書『大空町の教育』」をご参照ください。

◇さらに詳しい反省・評価については、社会教育課におたずねください。
☆表中、総合判定《 》の数字は事業の総合的な評価ですが、これは各〔 〕内の数字の平均点です。

〔 〕の数字は、大事業［１、２，・・・］の評価ですが、これは各〈 〉内の数字の平均点です。

〈 〉の数字は、中事業［(1)、(2)・・・］の評価ですが、これは各（ ）内の数字の平均点です。

（ ）の数字は、小事業［①、②・・・］の評価です。

１ 生涯学習推進事業 総合判定 《３．６０》

〔社会教育目標① 生涯学習を支援し、その学習成果の活用と促進に努める。 〕

１ 家庭教育・子育て支援事業 〔家庭の教育力の向上を図り、子育て支援活動を充実する。〕〔３．２５〕
(1) 家庭教育支援基盤形成事業（文部科学省委託事業）〈４〉

①家庭教育支援チームの設置(4) ②子育てサポーターリーダーの養成(4)

③子育て・親育ち講座の実施(4)

(2) 子育て機能強化推進事業〈３〉
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(3) 家庭教育相談事業〈３〉
(4) 子育て支援ネットワーク充実事業〈３〉

《総括的な反省・評価》

① ４年目の事業として成熟度を増し、学校やＰＴＡ等関係機関とも連携がとれてきている。参加したくてもできない親や興味

関心のない親への積極的な情報提供がいる。

② 人間関係の希薄化や核家族化等により家庭の教育力の低下を招いている中で、地域の子ども達や親等へのよりき

め細かなアドバイス及び地域の支援ネットワークづくりが必要である。

２ 成人大学講座 〔町民の自主的な学習活動を支援する。〕〔４．０〕
(1) 大空町民大学〈４〉
(2) パソコン学習支援〈４〉

《総括的な反省・評価》

① 町民の学習要求に応じた学習機会の提供、学習情報の提供ができた。

② パソコン学習支援は、独自活動が軌道にのっており、社会教育推進計画から削除してもよい。

３ 高齢者教育 〔高齢者が自ら学び、心豊かで健康に過ごし、社会参加できる活動を支援する。〕〔４．０〕
(1) 大空町ことぶき大学〈４〉
(2) 高齢者リーダー養成事業〈４〉

《総括的な反省・評価》

① より一層学生の学習ニーズを汲み取り、生きがい感を高める学習事業を工夫する。

② 合同学習については、学生の意見も取り入れ、交流もスムーズで、満足度の高い授業となっている。

４ 公民館講座 〔公民館を活用した各種講座の開設を通して、町民の学習活動を充実する。〕〔２．５〕
(1) 公民館講座（中央館講座）〈４〉
(2) 公民館講座（出前講座）〈１〉

《総括的な反省・評価》

① 小学校の総合的な学習の時間とリンクして実施したが、これを機会に町内学校間の交流も図ることができた。

② 出前講座については、生涯学習誌『はばたき』で３回事業の周知を行った結果、昨年度の０件から今年度１

件の実施となったが、低調なことから事業の検討が必要である。

５ 各種団体育成事業 〔各種団体の主体的な学習や積極的な地域活動を支援し育成する。〕〔４．３〕
(1) 女性団体育成事業〈４．２〉

①友愛セール(5) ②女満別地区女性の集い(5) ③東藻琴地区女性の集い(4)

④東藻琴地区女性教室(4) ⑤女性団体への支援(3)

(2) 男女共同参画団体育成事業〈５〉
(3) ＰＴＡ育成事業〈４〉
(4) 教育文化合宿誘致事業〈４〉

《総括的な反省・評価》

① 女性団体については、自主的な事業の企画・運営がなされ、交流も促進されている。また、21年度から大空町

として一つの団体になる準備も着々と進められている。

② 男女共同参画団体については、20年度から企画課が窓口となったが、団体の育成支援という立場からのかかわ

りは必要である。

③ 教育文化合宿誘致事業については、新たな合宿誘致への取組と実行委員会組織の役割について見直す時期にき

ている。

６ 生涯学習啓発事業 〔町民の学習意欲を喚起するため、情報発信と相談活動を充実する。〕〔３．０〕
(1) 生涯学習広報誌の発行〈３〉
(2) 生涯学習相談〈３〉

《総括的な反省・評価》

① 『はばたき』については総合的な情報誌として定着してきているが、定番の情報スペースが多いことから、フ

リー情報を取り入れる工夫も必要である。

② 教育相談は不定期に行われているが、体系的な対応への工夫が必要である。
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７ 人材育成事業 〔各種研修事業を通して、地域社会で活躍する人材の育成と各種団体活動の充実に資する。〕

〔４．１５〕
(1) 姉妹都市・友好町交流事業〈４．３〉

①稲城市児童交流(5) ②氷川町生徒交流(4) ③稲城市文化交流(4) ④稲城市青年交流（未実施）

(2) 人づくり研修事業〈４〉

《総括的な反省・評価》

① 稲城市児童交流については、東藻琴小学校も交流に参加できるよう働きかけていきたい。

② 氷川町との生徒交流は、相互にホームスティが実施でき、内容的にも充実していた。

③ 稲城市文化交流については、東藻琴地区の団体の参加も促していきたい。

④ 稲城市青年交流については、21年度から稲城市も予算措置をしないことから民主体での継続を工夫する必要が

ある。

２ 青少年健全育成事業 総合判定《４．２８》

〔社会教育目標② 健康な心身をもち、自己の確立を目指しつつ、地域社会で活躍する青少年の育成に努める〕

１ 少年社会体験活動 〔少年少女の健全育成を願い、各種の社会体験活動やリーダー育成に努める〕 〔４．１６〕
(1) ファームスクール〈５〉
(2) 放課後子どもプラン推進事業（＝放課後子ども教室）(文部科学省委託事業)〈４〉
(3) 子ども会活動支援

①子ども七夕祭り(4) ②子ども会ミニ運動会(4) ③子育て合宿(3) ④子ども会への支援(3)

《総括的な反省・評価》

① ファームスクールは、各学校の総合的な学習の時間と連携が図られ、年々充実した内容展開となってきてい

る。

② 放課後子ども教室は、女満別地区では１４４回実施できた。今年から東藻琴地区でも実施し、４２回開催でき

た。子ども教室と児童クラブとの連携により人的なゆとりが生まれ、安心・安全な活動を展開できるようにな

ってきた。

③ 子ども会は、児童数の減少により単位会としての活動がますます難しくなってきているが、子ども会組織とし

て積極的な企画・立案ができるよう支援・指導していきたい。

２ 青年社会体験活動 〔青年の健全育成を願い、各種の社会体験活動やリーダー育成に努める〕〔４．３〕
(1) 成人式〈４〉
(2) 各種青年団体との交流〈５〉
(3) 青年団体への支援〈４〉

《総括的な反省・評価》

① 成人式は、両地区合同がすっかり定着し、内容も充実してきている。

② 北海道青年祭の当番町として実行委員会がよく活躍した。東藻琴地区の青年の加入促進が課題である。

３ 青少年健全育成活動 〔青年の健全育成を願い、補導・指導活動や団体との連携活動及び相談事業を行う〕

〔４．３３〕
(1) 補導・指導活動〈３〉
(2) 各種団体活動への支援・指導〈５〉
(3) 各種育成団体との連携〈５〉

《総括的な反省・評価》
① 両地区の現状を踏まえ、各々の地区にあった活動の展開を検討する。
② 両地区にあった同種の団体の統合が完了したが、今後は全町的な視点に立って機動的かつ効果的な活動を創出
しなければならない。

３ 教育機関連携事業 総合判定《３．３８》

〔社会教育目標③ 教育環境を整備し、行政、関係機関、団体、民間が学習資源や情報を共有し合うネットワ

ーク化に努める。〕

１ 教育機関連携事業 〔行政、関係機関等が連携して、学習資源や情報のネットワーク化に努める〕 〔３．０〕
(1) 人材バンクの設置〈１〉
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(2) 学社融合活動の促進〈５〉

《総括的な反省・評価》

① 人材バンクは、『はばたき』で周知したが、登録者は増えなかった。次年度は学校支援地域本部事業との係わ

りで人材の発掘をしていきたい。

② 学社融合は、総合的な学習の時間における「食」をテーマにした事業展開により深まりができたが、地域にあ

るテーマを取り込むための調査研究及び地域との連携が必要である。学習指導要領の改訂にともない、学校と

の更なる調整が不可決である。

２ 図書館活動 〔町民の読書活動や学習活動の促進に努める。〕〔３．７５〕 ・・・ 指定管理者への委託事業

(1) 図書館読み語り会〈４〉
(2) 読書普及活動〈４〉
(3) ボランティア活動〈２〉
(4) 図書館利用促進活動〈５〉

《総括的な反省・評価》

① 図書館は平成19年度より指定管理者への委託としているが、館長の創造的な活動及びリーダーシップの発揮に
よって、多様かつ充実 した図書館活動が展開されている。

② ボランティアの掘り起こしが必要である。

４ 芸術文化振興事業 総合判定 《４．１７》

〔社会教育目標④ 恵まれた自然環境や文化遺産を継承し、生活に根ざした文化、芸術の振興に努める。〕

１ 文化財保護活動 〔文化財保護・管理のため調査及び普及活動に努める〕〔４．３３〕
(1) 郷土資料館の管理運営〈４〉
(2) 元町遺跡等文化財保護整備事業〈５〉
(3) 調査研究活動への支援〈４〉

《総括的な反省・評価》

① 両地区の郷土資料台帳整備が完了した。（地区毎２冊、全町１冊）

② 元町遺跡の屋根が12年ぶりに葺き替えられたのを機に、活用方策を検討する必要がある。

③ 両地区にあった歴史保存会等の組織を、全町的な組織へと再編する必要がある。

２ 芸術文化振興事業 〔町民の文化活動への参加及び芸術文化鑑賞の拡大を図る〕〔４．２５〕
(1) 町民文化祭〈４〉
(2) 青少年文化劇場〈４〉

《総括的な反省・評価》

① 町民文化祭は、展示部門は同日開催であったが、芸能部門は開催日を別々にした。それぞれ作品の交流や参加

団体の交流が図られた。シャトルバスの運行により両地区間で観客の増加が図られた。両地区の団体が統合し

ても文化展や芸能祭はこれまで通り、地域特性を活かして地区毎の開催とする。

② 両地区の団体が、21年度から「大空町文化団体協議会」としてスタートするための準備が着実になされた。

③ 青少年文化劇場は、全10公演を「神田山陽独演会」として実施した。内容的には小・中・高校と発達段階に
応じた内容で大変良かったが、事務手続きや準備段階での苦労が多かった。

５ 保健体育振興事業 総合判定 《３．７２》

〔社会教育目標⑤ 生涯にわたる健康やスポーツに対する関心と意欲を喚起し、健康づくりや各種スポーツ

活動の振興に努める〕

１ 社会体育振興事業 〔各種大会や教室、講座等の開催を通じて町民の健康増進とスポーツに対する関心・意欲を喚

起する〕〔３．４４〕
(1) 町民スポーツ大会〈3.5〉

①第３回町民ソフトボール大会(4) ②第17回町民ミニバレーボール大会(3) ③第３回300歳交歓バレー

ボール大会(3) ④スポーツ縁日(4)

(2) 少年少女スポーツ大会〈３〉
①少年少女水上運動会(3)

(3) その他スポーツ大会〈3.5〉
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①ジェットラインさわやかマラソン大会(4) ②もとこ山ふきおろしマラソン大会(4) ③東北海道６人制バ

レーボール選手権大会(3) ④Ｂ＆Ｇ会長杯武道場落成記念剣道大会(3) ⑤女子バレーボール大会(中止)

(4) スポーツ教室開催事業〈3.2〉
《少年少女スポーツ教室》〈3.3〉

①小学生水泳教室(4) ②スキー教室(3)

《一般成人スポーツ教室》〈3.3〉
①水中エアロビクス(3) ②水中運動教室(4) ③町民ゴルフ教室(4) ④アクアエクササイズ教室(3)

⑤ボディーメイクストレッチ教室(3)

《中高年スポーツ教室》〈３〉

①生き生き教室(3)

(5) スポーツ大会派遣事業〈４〉
①Ｂ＆Ｇ全道剣道スポーツ大会(4) ②＆ＢＧ全道スポーツ大会(中止)

(6) 総合型地域スポーツクラブ支援事業〈４〉
①総合型地域スポーツクラブ説明会(4)

②総合型地域スポーツクラブ設立検討委員会(4)

《総括的な反省・評価》

① 町民スポーツ大会については、参加チームが少しずつ増えてきている。

② ３００歳交歓バレーボール大会は、試合内容や組み合わせに物足りなさを感じている面があり、競技性とレク

レーション性のバランスのとれた大会への検討が必要である。

③ スポーツ縁日は、道の駅の冬まつりと同時開催としたことで相乗効果により参加者が昨年度より増加した。社

会教育委員の参加もいただき効率のよい運営ができた。

④ ジェットラインさわやかマラソン大会、今年度より女満別地区の全小中高校学校が全校参加となった。次年度、

東藻琴地区からのスクールバス運行を検討する。

⑤ 小学生水泳教室の参加人数が増えたことからグループ分けし、指導の充実を図った。

⑥ 一般成人スポーツ教室では、水中関係の運動が好評で、昼間コースを設置したり、ニーズに応じた組み分けを

したところ好評であった。

⑦ 総合型地域スポーツクラブについては、説明会後、豊里・住吉地区からの検討要望があり、次年度に向け支援

体制を充実していく。

２ スポーツ合宿誘致事業 〔大学等の合宿誘致を通して、町民のスポーツに対する関心を喚起する〕〔４．０〕
(1) バスケットボール合宿〈４〉

《総括的な反省・評価》

① 練習場の確保はスムーズであった。施設に余裕があるのでもう１チーム誘致できるようにしたい。両地区でク

リニックを開催したが、身近に高度な技術に接することができて生徒は大いに参考になった。


